
チェック項目 はい いいえ

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切

である
〇

2 職員の配置数は適切である 〇

3

生活空間は、心地良く過ごせる環境になっている。ま

た、障がいの特性に応じ、事業所の設備等は、バリ

アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされて

いる

〇

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっ

ている。また、子ども達の活動に合わせた空間となっ

ている

〇

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している
〇

6

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている

〇

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を

踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果に

よる支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報や

ホームページ等で公開している

〇

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている
〇

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している
〇

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課

題を客観的に分析した上で、支援計画を作成している
〇

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され

たアセスメントツールを使用している
〇

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児

童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援

及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援

内容から子どもの支援に必要な項目が適切に選択され、そ

の上で、具体的な支援内容が設定されている

〇

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 〇

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 〇

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 〇

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している
〇

適

切

な

支

援

の

提

供

モニタリング時には必ずアンケート調査を行い、同時に聞き

取り調査も行って毎回の指導の指標にしている

感覚-運動アセスメントシートJSI-3Dを改良した評価尺度を

利用している

またチットチャット・スポーツ塾独自のタイプ分けシステムも採

用しており指導の共有化、効率化を図っている

指導前には必ず支援計画や指導記録等資料を確認し、目

標に沿ったプログラムを提供している

指導前には必ず支援計画や指導記録等資料を確認し、目

標に沿ったプログラムを提供している

全利用者の指導アプローチをスタッフ全員で共有する会話

を毎日行っている

指導者がプログラムを決めず、子ども達の自主性主体性か

らプログラムを提供するサービススタイルので固定化されな

い

保護者へのアンケート調査や聞き取りをもとに個別指導、ペ

ア指導、少人数集団指導の希望にそって指導計画を立案し

ている

毎日全レッスン終了後に清掃を行い清潔を保つようにしてい

る、レッスンに使用する道具等は棚や決められた場所に収

納し、常に動きやすいスペースを確保している

業

務

改

善

全スタッフが同じシステム、同じ意図をもって支援にあたれる

ように日々の店舗ミーティングおよび月一度の合同ミーティ

ングなどで随時意見交換している

保護者向けアンケートを実施し、各項目に対する評価やご

意見から業務改善に対応している

HP、LINE配信、事業所内設置にて公開している

随時、チットチャットのシステムを学ぶための見学者や研修

者が全国から来塾され、また各支店からの研修なども実施

しており第三者の視点で意見や感想をいただき、改善のヒン

トにしている

毎月一回合同ミーティング時に講師を依頼しコミュニケー

ショントレーニングを重ねている

また定期的に外部講師を招き研修を重ねている

公表：令和4年3月1日 事業所名　　チットチャット・スポーツ塾　2号店

改善目標や工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

子ども一人あたり2.47㎡の床面積を確保、更衣室兼カームダ

ウンのスペースも設けている

児童指導員を常時3人以上、指導スタッフとして配置してい

る

子どもが安心して過ごせるよう遊具等を整備し、心地良く過

ごせる環境を作っている

玄関扉に階段があるが、スロープマットの設置ができないた

め、車いすやバギーの方にはあらかじめスタッフが玄関前に

待機するようにしている

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）



チェック項目 はい いいえ 改善目標や工夫している点など

17

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日

行われる支援の内容や役割分担について確認して

いる

〇

18

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共

有している

〇

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている
〇

20
定期的にモニタリングを行い、支援計画の見直しの

必要性を判断している
〇

21

障がい児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参

画している

〇

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている
〇

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのある子

ども等を支援している場合）

地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育等の関係機

関と連携した支援を行っている

〇

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのある子

ども等を支援している場合）

こどもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えてい

る

〇

25

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、

特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている

〇

26

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）と

の間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図って

いる

〇

27

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障がい者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている

〇

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障が

いのない子どもと活動する機会がある
〇

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育

て会議等へ積極的に参加している
〇

30

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持ってい

る

〇

31

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に

対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング

等）の支援を行っている

〇

障がいのない子どもとの交流はあまり設けていない、しかし

障がいのある子の運動・スポーツに関する指導方法を啓発

するための書籍の出版、指導者養成講座の開催、見学・研

修の受け入れなどの交流活動は実施している、また他店舗

合同のイベント（野球レッスン）を開催し交流を図っている

大阪市中央区の地域自立支援協議会児童部会には定期的

に参加している

送迎を担っていただき、かつ指導場面に同席されている保護

者の方とは毎回の利用の際に充実した意見交換を行ってい

る

運動・スポーツに関する相談だけではなく、運動・スポーツを

利用した子どもさんの成長に役立つ情報は頻繁にお伝えし

ている

毎回指導記録を記入し、スタッフ全員が供覧できるようクラ

ウド化している

6ヶ月に一度、アンケート調査ならびに聞き取り調査など保護

者との会話の時間をつくっている

また必ず保護者が指導現場に同席されるので、毎回の利用

で意見交換をしている

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

可能な限り児童発達支援管理責任者が参加している

支援関係団体と連携を取って情報のやり取りをしている

現在、医療的ケアの必要な児童の利用はないが、必要に応

じて関係機関との連携をとる体制は整えている

現在、医療的ケアの必要な児童の利用はないが、必要に応

じて関係機関との連携をとる体制は整えている

同席される保護者様から随時情報提供していただいている

また所属されている施設からの見学も多数あり、支援の理解

を共有している

同席される保護者様から随時情報提供していただいている

また所属されていた施設からの見学も多数あり、支援の理解

を共有している

大阪市内の発達障害児をサポートする団体が集まる『ホット

メールなにわ』の会合に定期的に参加し、情報収集をしてい

る

また支援センター主催の研修会にも随時参加している

適

切

な

支

援

の

提

供

必ずその日の利用する子ども達の指導担当を割り振り、リー

ドとサブなどの役割分担を確認している

毎日必ず終業後に指導スタッフそれぞれが感想、気付き、問

題点などについて申し送りをし共有化している



チェック項目 はい いいえ 改善目標や工夫している点など

32
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁

寧な説明を行っている
〇

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき

支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された

「支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ている

〇

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する

相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている
〇

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している
〇

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体

制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や

申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している

〇

37

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して

いる

〇

38 個人情報の取扱いに十分注意している 〇

39
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や情

報伝達のための配慮をしている
〇

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている
〇

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知する

とともに、発生を想定した訓練を実施している

〇

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている
〇

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこども

の状況を確認している
〇

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされている
〇

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る
〇

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている
〇

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十

分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記

載している

〇

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。

毎月1回の通信誌の発行ならびにHP、LINE、フェイスブックに

よる情報発信をしている

必ず施錠できるロッカーに保管している

毎回の利用時に必ず保護者との直接会話の時間をつくって

いる

子育てや障害児のスポーツ指導法に関する講習会、研修会

を図児実施し誰もが参加受講できる催しを開催している

非

常

時

等

の

対

応

ファイリングし、いつでも閲覧できるよう訓練指導室に配置し

ている

半年に一回避難訓練を実施し、救命救急のための訓練を定

期的におこなっている

契約時や6ヶ月に一回のモニタリング時、毎利用時の保護者

との会話の際に身体状況や服薬等の確認を行っている

おやつ、食事の提供は行っていない

ファイリングし、すべてのスタッフがいつでも閲覧できるように

している

必ず虐待に関する研修会にスタッフを参加させ、合同ミー

ティングで全スタッフに伝える時間を設けている

同伴する保護者がいるので、身体拘束が必要な利用者はい

ない

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

毎回の契約時に適切に説明し理解を得られるようにしている

モニタリングの際得られた情報よりモニタリング報告書を作

成し、それに基づいて支援計画書を作成していることを説明

し、保護者様に計画書の内容を確認していただいた上で同

意を得ている

経験豊富な障がい児スポーツ指導員、元支援学校教員、保

育士、児童指導員を中心に随時相談や適切な助言を行って

いる

定期的に子育てに役立つ講演会などを外部講師に依頼し保

護者の方へ紹介、参加を促している

児童発達支援管理責任者を中心に、相談および申し入れに

対しては即時対応するように徹底している



チェック項目 はい いいえ

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切

である
〇

2 職員の配置数は適切である 〇

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が

適切になされている
〇

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している
〇

5

保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート

調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務改

善につなげている

〇

6
この自己評価の結果を、事業所の会報やホーム

ページ等で公開している
〇

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている
〇

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している
〇

9

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサー

ビス計画を作成している

〇

10

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、支援計画を作成し

ている

〇

11 活動プログラムの立案をチームで行っている 〇

12 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 〇

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題を決め細やか

に設定して支援している
〇

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し

ている

〇

15

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日

行われる支援の内容や役割分担について確認して

いる

〇

16

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共

有している

〇

適

切

な

支

援

の

提

供

モニタリング時には必ずアンケート調査を行い、同時に

聞き取り調査も行って毎回の指導の指標にしている

感覚-運動アセスメントシートJSI-3Dを改良した評価尺

度を利用している

またチットチャット・スポーツ塾独自のタイプ分けシステ

ムも採用しており指導の共有化、効率化を図っている

全利用者の指導アプローチをスタッフ全員で共有する

会話を毎日行っている

指導者がプログラムを決めず、子ども達の自主性主体

性からプログラムを提供するサービススタイルので固

定化されない

平日、休日、長期休暇で特に課題の変更はしていない

保護者へのアンケート調査や聞き取りをもとに個別指

導、ペア指導、少人数集団指導の希望にそって指導計

画を立案している

必ずその日の利用する子ども達の指導担当を割り振

り、リードとサブなどの役割分担を確認している

毎日必ず終業後に指導スタッフそれぞれが感想、気付

き、問題点などについて申し送りをし共有化している

業

務

改

善

全スタッフが同じシステム、同じ意図をもって支援にあ

たれるように日々の店舗ミーティングおよび月一度の

合同ミーティングなどで随時意見交換している

保護者向けアンケートを実施し、各項目に対する評価

やご意見から業務改善に対応している

HP、LINE配信、事業所内設置にて公開している

随時、チットチャットのシステムを学ぶための見学者や

研修者が全国から来塾され、また各支店からの研修な

ども実施しており第三者の視点で意見や感想をいただ

き、改善のヒントにしている
毎月一回合同ミーティング時に講師を依頼しコミュニ

ケーショントレーニングを重ねている

また定期的に外部講師を招き研修を重ねている

公表：令和4年3月1日 事業所名　　チットチャット・スポーツ塾　2号店

改善目標や工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

子ども一人あたり2.47㎡の床面積を確保、更衣室兼

カームダウンのスペースも設けている

児童指導員を常時3人以上、指導スタッフとして配置し

ている

子どもが安心して過ごせるよう遊具等を整備し、心地

良く過ごせる環境を作っている

玄関扉に階段があるが、スロープマットの設置ができな

いため、車いすやバギーの方にはあらかじめスタッフ

が玄関前に待機するようにしている

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



チェック項目 はい いいえ 改善目標や工夫している点など

17
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている
〇

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ

ス計画の見直しの必要性を判断している
〇

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて

支援を行っている
〇

20

障がい児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参

画している

〇

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、

子どもの登下校の確認等）、連絡調整（送迎時の対

応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っている

〇

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子

どもの主治医等と連絡体制を整えている
〇

23

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども

園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相

互理解に努めている

〇

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障

がい者福祉サービス事業所等へ移行支援する場

合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いる

〇

25

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障がい者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている

〇

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいのな

い子どもと活動する機会がある
〇

27 （地域自立支援）協議会等へ積極的に参加している 〇

28

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持ってい

る

〇

29

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に

対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング

等）の支援を行っている

〇

大阪市中央区の地域自立支援協議会児童部会には定

期的に参加している

送迎を担っていただき、かつ指導場面に同席されてい

る保護者の方とは毎回の利用の際に充実した意見交

換を行っている

運動・スポーツに関する相談だけではなく、運動・ス

ポーツを利用した子どもさんの成長に役立つ情報は頻

繁にお伝えしている

6ヶ月に一度、アンケート調査ならびに聞き取り調査な

ど保護者との会話の時間をつくっている

また必ず保護者が指導現場に同席されるので、毎回

の利用で意見交換をしている

運動・スポーツ指導を利用し運動機能の改善にとどま

らず、コミュニケーションスキルやソーシャルスキルの

獲得、向上にも力を入れている

またそのノウハウを同席していただいている保護者の

方らと共有することに力を入れている

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

可能な限り児童発達支援管理責任者が参加している

同席される保護者様から随時情報提供していただいて

いる

また所属されていた施設からの見学も多数あり、支援

の理解を共有している

現在、医療的ケアの必要な児童の利用はないが、必要

に応じて関係機関との連携をとる体制は整えている

同席される保護者様から随時情報提供していただいて

いる

また所属されていた施設からの見学も多数あり、支援

の理解を共有している

利用に際しての全指導記録が保管されているので、要

望があればいつでも提供できる

大阪市内の発達障害児をサポートする団体が集まる

『ホットメールなにわ』の会合に定期的に参加し、情報

収集をしている

また支援センター主催の研修会にも随時参加している

障がいのない子どもとの交流はあまり設けていない、し

かし障がいのある子の運動・スポーツに関する指導方

法を啓発するための書籍の出版、指導者養成講座の

開催、見学・研修の受け入れなどの交流活動は実施し

ている、また他店舗合同のイベント（野球レッスン）を開

催し交流を図っている

適

切

な

支

援

の

提

供

毎回指導記録を記入し、スタッフ全員が供覧できるよう

クラウド化している



チェック項目 はい いいえ 改善目標や工夫している点など

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁

寧な説明を行っている
〇

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切

に応じ、必要な助言と支援を行っている
〇

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している
〇

33

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を

整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦情が

あった場合に迅速かつ適切に対応している

〇

34

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して

いる

〇

35 個人情報の取扱いに十分注意している 〇

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や情

報伝達のための配慮をしている
〇

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている
〇

38

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知して

いる

〇

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている
〇

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている
〇

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十

分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス

計画に記載している

〇

42
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされている
〇

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る
〇

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。

毎回の利用時に必ず保護者との直接会話の時間をつ

くっている

子育てや障害児のスポーツ指導法に関する講習会、

研修会を図児実施し誰もが参加受講できる催しを開催

している

非

常

時

等

の

対

応

ファイリングし、いつでも閲覧できるよう訓練指導室に

配置している

半年に一回避難訓練を実施し、救命救急のための訓

練を定期的におこなっている

必ず虐待に関する研修会にスタッフを参加させ、合同

ミーティングで全スタッフに伝える時間を設けている

同伴する保護者がいるので、身体拘束が必要な利用

者はいない

おやつ、食事の提供は行っていない

ファイリングし、すべてのスタッフがいつでも閲覧できる

ようにしている

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

毎回の契約時に適切に説明し理解を得られるようにし

ている

経験豊富な障がい児スポーツ指導員、元支援学校教

員、保育士、児童指導員を中心に随時相談や適切な

助言を行っている

定期的に子育てに役立つ講演会などを外部講師に依

頼し保護者の方へ紹介、参加を促している

児童発達支援管理責任者を中心に、相談および申し

入れに対しては即時対応するように徹底している

毎月1回の通信誌の発行ならびにHP、LINE、フェイス

ブックによる情報発信をしている

必ず施錠できるロッカーに保管している



Ｒ3年度

配布：　36名　　回収：　32名　　回収率：　88％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ 無回答 ご意見 ご意見に対する回答

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて

いるか
92.7% 7.3% 0.0% 0.0%

飛び跳ねるのが好きなので、天井が高い方がいいなと思

います。

天井を高くすること等は消防法などの規定により難しい

ですが、室内スペースを最大限有効に使えるようなアプ

ローチを考えていきます。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 97.6% 2.4% 0.0% 0.0%

・どんな質問をしても、専門的な内容をわかりやすい言葉

で回答してくださります。

・専門性には偏りがある。

・1対1で見ていただけてありがたいです。

ご意見ありがとうございます。我々の力量不足により不

安を与えてしまい申し訳ございません。

個々の安心安全に配慮し、またスタッフの専門性を高め

ていく為、今後も日々情報を共有しミーティングや研修を

重ねていきます。

3

事業所の設備等は、スロープや手すりの設置な

どバリアフリー化の配慮が適切になされている

か

63.4% 31.7% 4.9% 0.0%

・トイレや建物の入口はバリアフリーでない。

・施設内は問題ないが、ビルの入り口が階段のみなので、

困る方がいらっしゃると思います。

・ビルの入り口はバリアフリーとは言えずベビーカーを押

して通所した際は困りました。

車いすの方の場合は、スタッフが玄関まで迎えに行き、

介助の対応をさせていただきます。

4

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画が作成されて

いるか

95.1% 4.9% 0.0% 0.0%
引き続き、保護者様とのアセスメントを大事にしお子様に

適した支援計画を作成していきます。

5
活動プログラムが固定化しないよう工夫されて

いるか
100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・子供のやる気を優先してもらいたいので、活動が固定し

ても構わない。

・いつもさまざまな違った運動を体験させたいただいてい

ます。

各利用者様のニーズに合わせた支援が出来るよう日々

ミーティングを積み重ねていきます。

6
事業所が開催するイベントや交流会などに参加

する機会があるか
68.3% 26.8% 4.9% 0.0%

・参加したいと思っているが、時間帯や曜日が合わない。

・参加はできていませんがイベントのご案内はよくいただ

今後行われるイベントにつきましては、どなた様にも分か

る様掲示します。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか
95.1% 4.9% 0.0% 0.0%

毎回、必ず保護者様とスタッフとの会話を大事にしていま

す。

8

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子

どもの発達の状況や課題について共通理解が

できているか

97.6% 2.4% 0.0% 0.0%
・いつも療育中にスタッフの方々が雑談など交えながら聞

き取りしてくださっています。

日頃の学校での様子など、日々変化するお子様の最新

の状況を確認し、適切な支援へと繋げていきます。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言等

の支援が行われているか
80.5% 17.1% 2.4% 0.0% ・適切なご助言をいただけます。

あらゆる相談に対応できるよう、日頃からスキルアップの

研修などに積極的に参加しています。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されているか
19.5% 63.4% 17.1% 0.0%

・特に必要と思わない。

・コロナ禍なので必要ないかと思います。

コロナが収束いたしましたら、また企画に向け努力してま

いります。その際は是非ご利用ください。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

保

護

者
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の

説

明

等

チットチャット・スポーツ塾 2号店 事業所評価の集計結果（児童発達支



11

子どもや保護者からの苦情について、対応の体

制を整備するとともに、子どもや保護者に周知・

説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか

68.3% 31.7% 0.0% 0.0%
・苦情特になし。

・苦情もないので、よくわからない。

苦情やご要望に対し速やかで適切に対応できるよう、ス

タッフ間の情報共有や対応マニュアルの再確認・再構築

に取り組んでおります。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達

のための配慮がなされているか
92.7% 7.3% 0.0% 0.0% ・ラインあり。

ＬＩＮＥなどを活用して利用者様に情報を配信していける

様努めてまいります。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して

発信しているか

97.6% 2.4% 0.0% 0.0% ・よくわかりません。
日々の活動内容や行事、その他お知らせはHPやLINE、

通信誌等にて発信しております。ご覧ください。

14 個人情報に十分注意しているか 95.1% 4.9% 0.0% 0.0% ・ＬＩＮＥでのセキュリティには不安がある。
セキュリティ面を考慮して、LINEを活用していける様努め

てまいります。

15

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説

明されているか

75.6% 24.4% 0.0% 0.0%

緊急時対応マニュアルはファイリングして設置してありま

すが、分かりにくい場所なので、皆様に分かりやすい工

夫をしていきます。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、

その他必要な訓練が行われているか
29.3% 61.0% 9.8% 0.0%

・知らない。

・まだ日が浅いので訓練の機会はありませんでした。

半年に1回避難訓練を行っていますが、その様子が分か

るよう事業所内掲示やHP等にてお知らせしております。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 楽しかったと笑顔で通所している。 引き続き、楽しんでいただけるよう努めます。

18 事業所の支援に満足しているか 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

一方的な見方ではなく、お子様や保護者様の目線を大切

に、これからもお子様の成長のサポートをさせていただき

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常
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の
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　◆この評価表は、保護者の皆様に「保護者向け支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。

　　　（※頂いたご意見は、文章を一部割愛し掲載させていただきました。ご了承ください。）



Ｒ3年度

配布：　134名　　回収：　48名　　回収率：　35.8％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ 無回答 ご意見 ご意見に対する回答

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて

いるか
89.6% 10.4% 0.0% 0.0%

・トランポリンが好きなので、できれば天井が高いといいな

と思います。

・スペースは法律で制限があるかと思いますが広いに越し

たことはないかと思いますので可能であればもっとスペース

が広くなれば活動の幅も広がるかと思います

・体も大きくなり、動きも大きくなっているので一つの部屋を

2組で使うとなると、運動内容によっては、少し狭く感じる時

があります。

天井を高くすること等は消防法などの規定により難し

いですが、スペースを最大限有効に使えるようなアプ

ローチを考えていきます。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 97.9% 2.1% 0.0% 0.0% ・スタッフによって、差があるかと思います。

ご意見ありがとうございます。我々の力量不足により

不安を与えてしまい申し訳ございません。

個々の安心安全に配慮し、またスタッフの専門性を高

めていく為、今後も日々情報を共有しミーティングや

研修を重ねていきます。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバ

リアフリー化の配慮が適切になされているか
70.8% 27.1% 2.1% 0.0% ・入口がもう少し広かったらいいなと思います。

車いすの方の場合は、スタッフが玄関まで迎えに行

き、介助の対応をさせていただきます。

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析され

た上で、放課後等デイサービス計画が作成されてい

るか

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・月2回の活動で支援計画をもとにプログラムを決めるのは

少し無理があるのかなと思います。これも行政から義務づ

けられてる？ので仕方ないかと思います。

より利用者様のニーズに合わせた支援が行えるよ

う、日ごろの会話を大事にしていきます。

5
活動プログラムが固定化しないよう工夫されて

いるか
97.9% 2.1% 0.0% 0.0% ・とても素晴らしいと思っています。

引き続きスタッフ同士でミーティングを重ね、工夫して

いきます。

6
事業所が開催するイベントや交流会などに参加

する機会があるか
14.6% 35.4% 50.0% 0.0%

・特に、それを求めてはいません。

・ここではする必要性はないと思います。

・野球チームの対外試合等もっと増やせればいいかと思い

ますが、感染リスク等考慮しながら前向きに進めていただけ

れば幸いです。

・交流は求めていないので問題ないです。

保護者のための座談会やコミュニケーション講座を開

催しております。今後も引き続き開催する予定です。

各種イベントについてチラシやHP、LINE等で皆様に

お伝えしておりますが、より分かりやすくお伝えして

いきます。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか
100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

毎回、必ず保護者様とスタッフとの会話を大事にして

います。

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか

97.9% 2.1% 0.0% 0.0%
・アドバイスをいただけて助かります。

・よくお話を聞いて頂き、有難いです。

日頃の学校での様子など、日々変化するお子様の最

新の状況を確認し、適切な支援につなげていきま

す。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言等

の支援が行われているか
91.7% 4.2% 4.2% 0.0%

・助言はあるが、面談はない。

・こういう場合はどうしたらいいかなどの質問に丁寧に答え

ていただいてます。

お母様の気持ちに寄り添い、適切な支援を心がけて

いきます。
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10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されているか
25.0% 58.3% 16.7% 0.0% ・保護者会はぜひとも参加したいです

コロナが収束いたしましたら、また企画に向け努力し

てまいります。その際は是非ご利用ください。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応の体

制を整備するとともに、子どもや保護者に周知・

説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか

75.0% 25.0% 0.0% 0.0%
・苦情を訴えることがなかったのでわかりません。

・苦情を出したことがないのでわからない。

苦情やご要望に対し速やかで適切に対応できるよう、

スタッフ間の情報共有や対応マニュアルの再確認・再

構築に取り組んでおります。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達

のための配慮がなされているか
100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

ＬＩＮＥなどを活用して利用者様に情報を配信していけ

る様努めてまいります。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して

発信しているか

95.8% 4.2% 0.0% 0.0%
日々の活動内容や行事、その他お知らせはHPや

LINE、通信誌等にて発信しております。ご覧ください。

14 個人情報に十分注意しているか 93.8% 6.3% 0.0% 0.0%
・LINEでの色々な回答をすることに抵抗がある。Eメール等、

よりセキュリティの強いものが良い。

セキュリティ面を考慮して、LINEを活用していける様

努めてまいります。

Eメール等による連絡をご希望の方は個別に対応い

たしますので、スタッフまでお知らせください。

15

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説

明されているか

81.3% 16.7% 2.1% 0.0%

緊急時対応マニュアルはファイリングして設置してあ

りますが、分かりにくい場所なので、もう少し皆様に分

かりやすい工夫をしていきます。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、

その他必要な訓練が行われているか
35.4% 52.1% 12.5% 0.0%

半年に1回避難訓練を行っていますが、その様子が

分かるよう事業所内掲示やHP等にてお知らせしてお

ります。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 95.8% 4.2% 0.0% 0.0%
楽しく活動していけるようにサポート、支援してまいり

ます。

18 事業所の支援に満足しているか 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・いつもありがとうございます！

・最近は利用が減りましたがよく利用していた頃は月2回の

利用制限があり、もっと増えればいいなと思っていました。

後はプールでの活動もできればいいなと思っていました。い

ろいろと難しい部分はあるかと思いますが参考にしていた

引き続き、それぞれのお子様の特性やその日の体調

に合わせ、より良いサポートを目指して取り組んでい

きます。
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　◆この評価表は、保護者の皆様に「保護者向け支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。

　　　（※頂いたご意見は、文章を一部割愛し掲載させていただきました。ご了承ください。）


